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1. はじめに 

 近年，地球温暖化により水災害が拡大し，被害の

軽減を目的に流域治水が検討されている．しかし，

地域特性を考慮した最も効果的な治水対策が明ら

かになっていない．したがって，本研究では富山県

における直接被害を対象に洪水氾濫被害額を算定

し，地域特性を考慮した最も効果的な流域治水，温

暖化対策を検討する． 

 

2. 対象領域 

 本研究では，富山県全域を対象とする．また，被

害額算定には，富山県と岐阜県を流れる神通川と富

山県を流れる常願寺川の 2つの河川を対象とし，対

象河川の浸水域に該当する富山市を対象とする． 

 

3. 研究手法 

 治水経済調査マニュアル（案）1)及び治水経済調査

マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレータ

ー2)を参考に資産額，被害額を算定する．計算メッシ

ュは 250 mを基本とする．対象資産は①家屋②家庭

用品③事業所償却・在庫④農漁家・償却⑤農作物と

し，公共土木施設等は被害額のみ算定する． 

3.1 資産額の算定 

富山県全域及び神通川・常願寺川の 2つの浸水域

で，資産額を算定する．地域統計メッシュ（国勢調

査・経済センサス）と国土数値情報（土地利用細分

メッシュ）を用い，治水経済調査マニュアル（案）

1)を参考に資産額を算定する．評価額は令和元年の

値を用いる．項目毎の算定方法を以下に示す． 

1) 家屋資産額 

 床面積に家屋 1m²当たり評価額を乗じて算定する． 

2) 家庭用品資産額 

単位面積当たりの世帯数に 1世帯当たり家庭用品

評価額（自動車を除く家庭用品及び自動車）を乗じ

て算定する． 

3) 事業所償却・在庫資産額 

単位面積あたりの産業分類別従業者数に従業員 1

人当たりの償却資産評価額及び在庫資産評価額を

乗じて算定する． 

4) 農漁家償却・在庫資産額 

単位面積当たりの農家世帯数に 1戸当たり償却資

産評価額及び在庫資産評価額を乗じて算定する． 

5) 農作物資産額 

水田及び畑面積に対象作物の平年収量と農作物

価格を乗じて算定する．畑による農作物資産額の算

定には，たまねぎに代表した．北陸農政局 3)による

富山県での単位面積当たりの平年収量が最も多い

からである． 

 

3.2 洪水氾濫計算 

 神通川・常願寺川の 2つの河川で洪水氾濫計算を

行った八木ら 4)の結果を用いた．浸水域での地形デ

ータの解像度は 30 m を用いる．外力に各河川の確

率年，1000年の規模を用いる．氾濫域には粗度係数

0.04を与えた．直接被害額の算定には氾濫計算の計

算メッシュを 250 mに変更した平均値を一律用いる． 

 

3.3 直接被害額の算定 

治水経済調査マニュアル（案）1)を参考に，神通川・

常願寺川の 2つの浸水域における直接被害額を算定

する．算定方法は対象資産に浸水深別の被害率を乗

じて算定する．農作物には，浸水深に応じた浸水日

数 3～4日の被害率を乗じる．  

 

4. 資産額算定結果 

 富山県全域及び神通川・常願寺川における対象資 

資産額の一例を図-1,図-2 に示す．富山県全域にお
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いて，家屋資産額は 19.9 兆円,家庭用品資産額は

5.35兆円，事業所償却・在庫資産額は 2.28兆円，

農漁家償却・在庫資産額は 411 億円，農作物資産

額は 82.5兆円となった．また，浸水域において家

屋資産額は 2.71 兆円，家庭用品資産額は 9.35 千

億円，事業所償却・在庫資産額は 1.11兆円，農漁

家償却・在庫資産額は 19.8億円，農作物資産額は

1.82 兆円となった．富山県全域では農作物資産額

を最も多く，浸水域では都市が集中しているため

家屋資産額が最も多くなったと考えられる． 

 

5. 直接被害額算定結果 

 神通川・常願寺川における浸水深及び被害額の

一例を図-3,図-4に示す．浸水域における被害額は，

家屋被害額は 1.19兆円，家庭用品被害額は 5.59千

億円，事業所償却・在庫資産被害額は 8.53千億円,

農漁家償却・在庫資産被害額は 8.59億円,農作物被

害額は 6.85 千億円となった．資産額に対する農作

物被害額が少ない理由として，平野部に事業所等

が集中し，田畑は浸水リスクの低い山間部に集中

しているためだと考えられる． 

 

６．まとめ 

 富山市における洪水氾濫被害額の算定を行っ

た．しかし，階数分布を用いた補正を行っていない

ため，今後は考慮した被害額の算定を行う．また，

富山県全域での洪水氾濫被害額の算定を行い，被害

額を用いて田んぼダムの利用や河道内植生の伐採

による流出抑制や水位低減の効果を評価する． 
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図-1 富山県全域における家庭用品資産額 

Source: Esri,
Maxar,

0 2010 km

 
図-3 神通川・常願寺川における解像度 250 m の 

浸水深の空間分布 

 

図-2 神通川・常願寺川の浸水域における 

家庭用品資産額 

 
図-4 神通川・常願寺川における浸水域の 

家庭用品被害額 
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